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一
月
二
十
五
日
、
第
十
回
役
員

会
が
盛
岡
八
幡
宮
社
務
所
を
会

場
に
開
催
さ
れ
た
。
議
案
は
次
の

と
お
り
。 

①
報
告
事
項 

一
、
平
成
二
十
八
年
度
臨
時
総

会
及
び
会
員
懇
親
会
開
催
の
件 

二
、
第
五
十
一
回
建
国
記
念
の

日
奉
祝
岩
手
県
大
会
実
行
委
員

会
の
件 

三
、
神
道
青
年
全
国
協
議
会
指

名
理
事
出
向
報
告
の
件 

②
協
議
事
項 

一
、
東
北
六
県
神
道
青
年
協
議

会
親
睦
事
業
報
告
に
つ
い
て 

二
、
第
五
十
一
回
建
国
記
念
の

日
奉
祝
岩
手
県
大
会
に
つ
い
て 

三
、
異
業
種
交
流
会
に
つ
い
て 

③
そ
の
他 

 

一
、
神
道
青
年
全
国
協
議
会
世

界
平
和
祈
願
祭 

於
宮
崎
県 

二
月
二
十
日
～
二
十
一
日 

於

宮
崎
県 

二
、
神
道
青
年
全
国
協
議
会
中

央
研
修
会 

三
月
二
十
三
日
（
木
）

～
二
十
四
日
（
金
） 

於
広
島
県 

三
、
東
北
六
県
神
道
青
年
協
議

会
東
日
本
大
震
災
慰
霊
祭 

三

月
十
一
日
（
土
） 

於
福
島
県
浪

江
町 

四
、
東
北
六
県
神
道
青
年
協
議

会
縁
結
会 

三
月
十
九
日 

於

榴
ヶ
岡
天
満
宮 

 

諸
事
情
に
よ
り
会
長
欠
席
の

た
め
、
菅
村
副
会
長
が
議
長
と
な

り
進
行
さ
れ
た
。
①
報
告
事
項
に

お
い
て
は
、
臨
時
総
会
に
お
い
て

次
期
執
行
部
が
承
認
さ
れ
た
こ

と
に
触
れ
、
東
北
六
県
役
員
の
こ

と
と
絡
め
な
が
ら
ご
説
明
頂
い

た
。 ②

協
議
事
項
一
に
お
い
て
は

先
の
当
県
主
管
に
よ
っ
て
開
催

さ
れ
た
六
県
親
睦
事
業
の
決
算

が
上
程
さ
れ
、
満
場
一
致
に
て
承

認
さ
れ
た
。
二
に
お
い
て
は
今
年

も
二
月
十
一
日
の
建
国
記
念
の

日
奉
祝
岩
手
県
大
会
に
、
当
会
に

六
名
の
助
勢
依
頼
が
あ
っ
た
こ

と
が
述
べ
ら
れ
、
今
年
は
土
曜
日

と
い
う
こ
と
で
兼
業
の
方
は
参

加
し
や
す
い
の
で
は
と
の
お
話

が
あ
り
、
積
極
的
な
参
加
を
呼
び

掛
け
て
い
た
。
ま
た
例
年
行
っ
て

い
る
県
内
各
神
社
の
巡
回
に
つ

い
て
は
、
十
一
日
ま
で
と
は
せ
ず

に
、
十
一
日
前
後
に
行
う
と
い
う

こ
と
で
決
定
さ
れ
た
。
三
に
つ
い

巌

神

青 
【
内 

 

容
】 

 

・
第
十
回
役
員
会
開
催 

 

・
建
国
記
念
の
日
奉
祝
大
会
助

勢
活
動 

 

・
県
内
神
社
巡
回
活
動 

 

・
青
年
神
職
研
修
会
参
加 

 

・
東
北
六
県
神
道
青
年
会 

 

岩
手
県
神
社
庁
気
仙
支
部 

 

各
東
日
本
大
震
災
物
故
者

慰
霊
祭 

第
十
回
役
員
会
開
催 



平成 29 年 3 月 15 日号 巌 神 青 岩手県神道青年会報 第 714 号 

 

            岩手県神道青年会ホームページ http://www.ganshinsei.jp/  2 

 

て
は
調
整
不
足
に
よ
り
本
年
の

開
催
は
困
難
と
の
こ
と
で
あ
っ

た
。 ③

の
そ
の
他
で
は
上
記
四
点

が
上
程
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
積
極
的

な
参
加
を
お
願
い
す
る
旨
お
話

が
あ
っ
た
。
委
員
会
か
ら
は
、
広

報
委
員
会
よ
り
巌
神
青
七
一
三

号
発
行
の
お
知
ら
せ
が
、
事
業
委

員
会
よ
り
事
業
頒
布
品
の
千
歳

飴
に
つ
い
て
の
報
告
が
あ
っ
た
。 

会
議
後
の
新
年
会
は
、
八
幡
町

の
「
里
伊
」
に
お
い
て
行
わ
れ
、

正
月
を
乗
り
越
え
た
労
を
ね
ぎ

ら
い
、
ま
た
本
年
の
抱
負
な
ど
大

い
に
語
ら
い
、
沿
岸
の
花
輪
役
員

も
初
め
て
食
べ
る
と
い
う
牡
蠣

の
な
め
ろ
う
や
、
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン

の
本
場
遠
野
の
多
田
役
員
を
う

な
ら
せ
る
ラ
ム
ス
テ
ー
キ
な
ど

を
肴
に
お
酒
も
進
み
、
楽
し
い
夜

は
更
け
て
い
っ
た
。 

 

二
月
十
一
日
、
盛
岡
劇
場
メ
イ

ン
ホ
ー
ル
を
会
場
に
開
催
さ
れ

た
第
五
十
一
回
建
国
記
念
の
日

奉
祝
県
民
大
会
の
助
勢
活
動
を
、

七
名
の
会
員
の
参
加
の
も
と
行

っ
た
。 

八
時
に
神
社
庁
へ
集
合
し
、
八

時
三
十
分
か
ら
会
場
内
へ
の
荷

物
の
搬
入
作
業
、
会
場
入
口
へ
の

幟
旗
設
置
作
業
、
壇
上
の
椅
子
な

ど
の
設
営
、
式
典
か
ら
講
演
会
へ

の
壇
上
入
替
え
作
業
な
ど
の
活

動
を
行
っ
た
。 

県
内
各
地
よ
り
約
五
百
名
の

参
加
者
を
迎
え
て
執
り
行
わ
れ

た
式
典
で
は
、
国
歌
斉
唱
、
神
宮

遙
拝
に
続
き
藤
原
会
長
が
式
辞

を
述
べ
ら
れ
、
来
賓
祝
辞
を
賜
っ

た
の
ち
万
歳
三
唱
が
行
わ
れ
た
。 

 

講
演
会
で
は
「
日
本
の
あ
る
べ

き
姿
と
は
ー
ー
国
づ
く
り
、
外
交
、

歴
史
認
識
」
と
題
す
る
、
国
際
ジ

ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、
麗
澤
大
学
特
別

教
授
古
森
義
久
氏
に
よ
る
講
演

を
拝
聴
し
、
あ
る
べ
き
国
柄
と
い

う
も
の
に
思
い
を
新
た
に
し
た
。 

十
二
時
三
十
分
か
ら
撤
収
作

業
を
し
、
神
社
庁
で
昼
食
を
と
っ

た
の
ち
、
十
三
時
三
十
分
頃
現
地

解
散
と
な
っ
た
。 

国
の
誕
生
日
を
祝
う
大
切
な

行
事
で
あ
る
。
更
な
る
会
員
の
参

加
を
期
待
し
た
い
。 

 

二
月
二
十
三
日
、
神
社
庁
に
於

い
て
青
年
神
職
研
修
会
が
開
催

さ
れ
た
。
神
社
本
庁
教
化
広
報
部

教
化
課
長 

吉
田
高
庸
先
生
か

ら
は
「
神
社
振
興
対
策
」
に
つ
い

て
、
神
社
本
庁
渉
外
部
渉
外
課
長 

平
尾
朝
典
先
生
か
ら
は
「
政
教
分

離
」
に
つ
い
て
と
題
し
講
義
が
行

わ
れ
た
。 

神
社
振
興
対
策
に
つ
い
て
は
、

教
化
活
動
大
綱
を
も
と
に
教
化

活
動
方
針
を
取
り
ま
と
め
、
教
化

実
践
目
標
を
三
年
に
一
度
見
直

し
を
行
い
活
動
し
て
い
る
事
を

お
話
し
頂
い
た
。 

 

政
教
分
離
に
つ
い
て
は
、
政

教
関
係
訴
訟
に
か
か
る
経
緯
、
現

在
係
争
中
の
政
教
関
係
訴
訟
、
靖

國
神
社
を
め
ぐ
る
訴
訟
の
現
状

に
つ
い
て
と
ご
説
明
頂
い
た
。 

閉
講
式
後
は
場
所
を
つ
な
ぎ

温
泉
愛
真
館
に
移
し
、
午
後
六
時

よ
り
懇
親
会
が
行
わ
れ
た
。
講
師

先
生
を
囲
ん
で
講
義
以
上
の
お

話
も
聞
く
こ
と
が
出
来
た
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
二
次
会
は
人

数
の
関
係
で 

二
部
屋
に
分
か
れ
、

午
前
一
時
過
ぎ
ま
で
大
い
に
盛

り
上
が
っ
た
。 

建
国
記
念
の
日
奉
祝
大
会 

助
勢
活
動 

平
成
二
十
九
年
度
青
年
神
職

研
修
会
参
加 



平成 29 年 3 月 15 日号 巌 神 青 岩手県神道青年会報 第 714 号 

 

            岩手県神道青年会ホームページ http://www.ganshinsei.jp/  3 

 

二
月
～
三
月
に
か
け
て
、
会
長

退
任
及
び
次
期
会
長
挨
拶
を
兼

ね
、
そ
れ
ぞ
れ
の
宮
司
様
へ
ご
挨

拶
を
さ
せ
て
頂
い
た
。
宮
司
様
が

御
不
在
の
神
社
も
あ
っ
た
が
、
引

き
続
き
青
年
会
へ
の
御
理
解
、
御

協
力
を
お
願
い
し
、
各
宮
司
様
よ

り
労
い
と
励
ま
し
の
温
か
い
お

言
葉
を
賜
っ
た
。 

日
程
は
左
記
の
と
お
り
。 

○
二
月
十
四
日 

 

水
沢
～
北
上
～
東
和
～
遠
野

～
大
船
渡
～
陸
前
高
田
～
一
関

（
計
十
社
、
参
加
人
数
四
名
） 

○
三
月
二
日 

 

宮
古
～
山
田
～
大
槌
～
釜
石

（
計
五
社
、
参
加
人
数
六
名
） 

三
月
十
一
日
、
例
年
行
わ
れ
て

い
る
岩
手
、
宮
城
、
福
島
三
県
に

よ
る
慰
霊
祭
が
、
当
会
常
任
委
員

の
藤
原
六
県
議
長
が
斎
主
を
、
ま

た
菅
原
会
長
が
祭
員
を
奉
仕
し
、

他
七
名
の
会
員
の
参
加
の
も
と
、

福
島
県
浪
江
町
初
發
（
し
ょ
は
つ
）

神
社
に
て
斎
行
さ
れ
た
。 

祭
典
で
は
十
四
時
四
十
六
分

に
黙
祷
の
後
大
祓
詞
を
参
列
者

一
同
で
奏
上
し
、
修
祓
、
招
霊
、

献
饌
に
続
き
藤
原
六
県
議
長
が

祭
詞
を
奏
上
し
、
浦
安
の
舞
奉
奏

の
後
、
玉
串
を
奉
っ
て
拝
礼
し
た
。 

道
中
で
は
除
染
の
為
に
取
り

除
か
れ
た
土
が
サ
ン
ド
バ
ッ
ク

で
何
百
と
無
造
作
に
積
み
上
げ

ら
れ
て
い
た
り
、
人
が
住
ん
で
い

る
の
か
わ
か
ら
な
い
状
態
の

家
々
が
連
な
っ
て
い
て
震
災
の

生
々
し
さ
を
久
し
ぶ
り
に
感
じ

た
。 春

の
日
差
し
は
あ
っ
た
が
、
風

は
冷
た
く
肌
寒
い
日
。
海
は
と
て

も
穏
や
か
だ
っ
た
。 

こ
の
時
期
に
な
る
と
「
あ
の
時

を
忘
れ
な
い
」
と
い
う
言
葉
を
メ

デ
ィ
ア
で
目
に
す
る
。
あ
の
時
か

ら
六
年
目
の
今
日
、
「
そ
の
た
め

に
」
我
々
が
し
て
き
た
こ
と
は
一

体
何
か
。 

あ
の
時
を
経
験
し
て
い
な
い

子
ど
も
た
ち
は
今
年
小
学
一
年

生
に
な
る
。
あ
と
十
年
も
す
れ
ば

ほ
と
ん
ど
の
子
ど
も
達
が
あ
の

時
を
知
ら
な
い
ま
ま
日
々
を
過

ご
し
て
い
く
。 

高
い
防
潮
堤
で
海
が
見
え
な

い
世
界
、
予
知
技
術
の
進
歩
で
地

震
発
生
を
数
秒
先
に
察
知
で
き

る
事
実
、
減
災
と
い
う
言
葉
に
付

随
す
る
安
心
感
だ
け
が
独
り
歩

き
す
る
。 

我
々
生
物
が
持
つ
「
恐
怖
」
と

い
う
感
情
は
決
し
て
退
化
さ
せ

て
は
い
け
な
い
。
万
事
を
尽
く
し

東
北
六
県
神
道
青
年
会 

東
日

本
大
震
災
物
故
者
慰
霊
祭 

県
内
神
社
巡
回
活
動 
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て
も
最
終
的
に
は
そ
の
人
の
「
判

断
」
が
生
き
る
か
死
ぬ
か
の
境
界

線
と
な
る
。
そ
う
い
っ
た
意
味
で
、

あ
の
時
の
リ
ア
ル
を
そ
の
ま
ま

伝
え
て
い
く
の
で
は
な
く
、
「
そ

の
た
め
に
何
を
し
た
か
」
「
こ
れ

か
ら
先
何
を
し
て
い
く
べ
き
な

の
か
」
を
伝
え
て
い
き
た
い
。 

年
々
参
加
者
が
少
な
く
な
っ

て
い
る
慰
霊
祭
の
会
場
を
見
な

が
ら
そ
ん
な
こ
と
を
考
え
た
。 

東
北
沿
岸
部
を
中
心
に
未
曾

有
の
被
害
を
も
た
ら
し
、
多
く
の

命
が
失
わ
れ
た
東
日
本
大
震
災

の
発
生
か
ら
六
年
。
こ
の
慰
霊
祭

は
神
社
庁
気
仙
支
部
に
て
毎
年

斎
行
さ
れ
て
お
り
、
本
年
は
陸
前

高
田
市
広
田
町
の
広
田
漁
港
を

斎
場
と
し
、
当
会
に
於
い
て
参
列
、

奉
仕
の
助
勢
を
さ
せ
て
頂
い
た
。 

気
仙
支
部
の
皆
様
と
時
間
を

合
わ
せ
現
地
に
八
時
に
集
合
し
、

斎
場
の
設
営
や
参
列
者
へ
の
撤

下
品
の
準
備
、
祭
儀
の
習
礼
を
行

っ
た
。 

十
一
時
か
ら
始
ま
っ
た
慰
霊

祭
は
、
気
仙
支
部
員
に
よ
る
ご
奉

仕
の
も
と
、
約
百
五
十
名
も
の
参

列
者
と
共
に
厳
粛
に
執
り
行
わ

れ
、
犠
牲
に
な
ら
れ
た
方
々
の
御

霊
に
御
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上

げ
た
。 

祭
儀
で
は
、
高
橋
副
会
長
が
青

年
会
を
代
表
し
玉
串
奉
奠
、
榊
原

地
区
委
員
は
祭
員
、
菅
原(

正)

地

区
委
員
・
駒
形
地
区
委
員
・
菊
池

書
記
は
伶
人
奉
仕
、
花
輪
地
区
委

員
は
撮
影
係
、
奥
山
会
員
は
参
列

を
し
て
助
勢
し
た
。 

慰
霊
祭
終
了
後
、
荒
木
支
部
長

や
今
回
の
会
場
で
あ
る
地
元
の

黒
崎
神
社
の
総
代
よ
り
あ
い
さ

つ
を
賜
っ
た
。 

片
付
け
を
終
え
広
田
公
民
館

に
移
動
し
、
そ
こ
で
気
仙
支
部
の

皆
様
と
昼
食
を
と
も
に
し
、
荒
木

支
部
長
よ
り
「
こ
れ
か
ら
も
慰
霊

祭
は
続
け
て
い
く
の
で
、
ま
た
青

年
会
に
は
手
伝
い
を
お
願
い
し

ま
す
」
と
の
言
葉
を
頂
戴
し
た
。 

本
年
も
強
風
の
中
で
の
斎
行

と
な
っ
た
が
、
今
ま
で
の
経
験
を

活
か
し
祭
具
が
風
で
飛
ば
な
い

よ
う
に
工
夫
す
る
な
ど
し
て
無

事
に
慰
霊
祭
を
終
え
る
こ
と
が

出
来
た
。 

   

 【
編
集
後
記
】 

本
号
が
、
今
期
の
広
報
委
員

会
最
後
の
巌
神
青
と
な
り
ま

す
。
先
ず
も
っ
て
、
予
定
通
り

二
年
間
で
八
号
の
巌
神
青
を
発

行
で
き
ま
し
た
の
も
、
関
係
各

位
の
ご
協
力
の
賜
物
と
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。
当
た
り
前
の
こ

と
で
す
が
、
ネ
タ
が
な
い
こ
と

に
は
広
報
は
書
け
ま
せ
ん
。
こ

れ
だ
け
多
く
の
活
動
を
企
画
・

実
行
し
て
き
た
各
位
の
ご
尽
力

に
は
、
心
よ
り
の
敬
意
を
表
し

ま
す
。 

振
り
返
れ
ば
至
ら
ぬ
点
も

多
々
あ
り
ま
し
た
。
会
員
同
士

の
相
互
交
流
ツ
ー
ル
を
目
指
し

て
編
集
し
て
き
た
も
の
の
、
新

企
画
は
「
役
員
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
」
の
み
と
な
っ
て
し
ま
い
、

当
初
の
目
標
が
達
成
さ
れ
た
と

は
言
え
ま
せ
ん
。
次
期
の
広
報

委
員
会
に
期
待
し
て
、
筆
を
置

き
た
い
と
思
い
ま
す
。(

宜
） 
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